


「障がい者社会教育の研究」 未発表 未発表 かつて 1996年 に名古屋市を事例として取 り

組まれた障がい児・者の教育に関する調査・

実践研究を基礎に、彼らが生きいきとした地

域生活を送るために必要としている地域学習

文化活動や、それらを支える地域住民が必要

とされている地域学習文化活動の実l早夫創出の

可能性と限界を明らかにする研究。重度′い身

障がい者通所施設「撫の家」での実践検討と

教育的価値創出の過程の析出とを中心として

分析進展中。

「中等教育実践における教

育方法に関する一考察 (2)」

未発表 未発表 21X16年 3月 に『社会教育研究年報』第20号

に「―教育方法と教師の役割を考える教育実

践の展望を核にして―」という副題で、その

(1)に あたる研究を発表しており、その続編

にあたる論考を現在執筆中。

「教育課程編成における教

育内容の精選に関する一考

察 (1)」 (lF又題)

未発表 未発表 「教育課程編成」すなわち教育内容計画の編

成における当該教育内容に関しての「精選」

の問題に焦点を当てた石汗究。現在講義担当し

ている「教育課程論Jに おける教材の「精選」

の問題を取 り上げ、さらにその教材の中から

諸問題を分析的に抽出する試みを現在進行

中。

「教育課程編成における子

ども・父母・地域住民 教

師の協同に関する一考察

(2)」

未発表 未発表 211117年 に F名古屋芸術大学研究紀要』第 28

号において、「 ―教育課程政策の変遷と地域

教育運動の創造を視野に入れながら一」とい

う副題で、その (1)に あたる研究を発表 し

ており、その際には、教育 H果程政策の変遷の

分析において 1988年 学習指導要領策定の分

析までにとどまっていたが、その後の学習指

導要領改訂の動向と実践展開を視野にいれ

た、その続編にあたる論考を現在執筆中。

2.教育活動 (教育実践上の主な業績) 大学院授業担当 □有 ■無

授業科目 教育方法論

◆前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

学生の学習の自由を最大限に保障する

ために、感性と知性を十全に働かせて自

由記述に近い課題 (感想)文 を書いて

もらっている。その触発教材として「教

育方法」を感受できる視聴覚教材を精選

した上で活用しており、講義に主体的に

参画できる工夫を行なっている。

視聴覚教材の精選されたもののほか、そ

の参考資料として活宇・写真等で示した

各教材の参考プリントを必ず作成・配布

して、より深い感受を導いている。ま

た、基礎的 基本的なプリント学習用の

教育方法論資料シリーズを作成・配布・

検討しているほか、感受のよリー層の促

進のためのプリント資料も作成 配布

検言すしている。
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